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第８回 熊本県議会高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録 

 

平成24年９月27日(木曜日) 

            午前10時６分開議 

午前11時39分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 １ 高速交通体系に関する件 

 ２ 熊本都市圏交通に関する件 

 ３ 九州新幹線鹿児島ルートを活用した地

域振興に関する件 

 ４ 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

 ５ その他 

――――――――――――――― 

出席委員(16人) 

        委 員 長 井 手 順 雄 

        副委員長 池 田 和 貴 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 村 上 寅 美 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 岩 下 栄 一 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 佐 藤 雅 司 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 浦 田 祐三子 

        委  員 内 野 幸 喜 

        委  員 増 永 慎一郎 

        委  員 泉   広 幸 

        委  員 杉 浦 康 治 

        委  員 緒 方 勇 二 

欠席議員（なし） 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 錦 織 功 政 

       熊本県理事 

兼交通政策・情報局長 小 林   豊 

       首席審議員  

兼地域振興課長 津 森 洋 介 

   交通政策課長 中 川   誠 

商工観光労働部 

        観光課長 小 原 雅 晶 

    くまもとブランド 

        推進課長 坂 本 孝 広 

 土木部 

部 長 船 原 幸 信 

道路整備課長 手 島 健 司 

道路保全課長 亀 田 俊 二 

都市計画課長 内 田 一 成 

審議員兼 

鉄道高架推進室長 上 野 晋 也 

 警察本部 

交通部長 浦 田   潔 

交通規制課長 奥 田 隆 久 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 森 田   学 

     政務調査課主幹 松 野   勇 

――――――――――――――― 

  午前10時６分開会 

○井手順雄委員長 ただいまから第８回高速

交通及び新幹線活用対策特別委員会を開催い

たします。 

 なお、本委員会に１名の傍聴の申し込みが

あっておりますので、これを認めることとい

たします。 

 それでは、７月の人事異動により、坂本前

企画振興部長にかわりまして錦織企画振興部

長が就任されましたので、自己紹介と執行部

を代表しての挨拶及び概要説明をお願いいた

します。 
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○錦織企画振興部長 企画振興部長の錦織で

ございます。よろしくお願いいたします。 

 井手委員長、池田副委員長を初め委員の皆

様方の御指導をいただきながら、この県政の

重要課題に対しまして、精力的に一生懸命頑

張っていきたいと思っておりますので、よろ

しくお願い申し上げます。 

 さて、さきの熊本広域大水害につきまして

は、現在もなお道路の通行どめが数カ所残っ

ておるところでございます。ＪＲ豊肥本線に

おきましては、宮地駅－豊後竹田駅間が来年

８月まで不通であるなど、地域住民の生活に

大きな影響を与えておるところでございま

す。 

さらに、阿蘇地域への観光面での風評被害も

心配されておるところでございます。 

 今後、被災地の復旧・復興に向け、執行部

一丸となって取り組んでまいる所存でござい

ます。 

 それでは、委員会開会に当たりまして、執

行部を代表して、本委員会の付託案件の概要

について御説明申し上げます。 

 第１に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 まず、高規格幹線道路等の道路のネットワ

ークの整備につきましては、厳しい道路予算

の状況ではございますが、早期完成が図られ

るよう要望活動などに積極的に取り組んでま

いります。 

 次に、航空路線の利用促進につきまして

は、国内線全体の本年８月までの利用実績

は、昨年度を上回る水準となっております。 

 国際線につきましては、台湾向けチャータ

ー便の造成や新たなインバウンド対策を初め

とする路線振興に取り組むなど、引き続き阿

蘇くまもと空港の活性化及び拠点性向上に努

めてまいります。 

 第２に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 阿蘇くまもと空港へのアクセス改善や公共

交通機関の利用促進などを進めながら、引き

続き交通ネットワークの強化に取り組んでま

いります。 

 なお、ＪＲ鹿児島本線等連続立体交差事業

における埋蔵文化財等の課題が事業に与える

影響につきましては、精査後の工程の見込み

が確認できましたので、一日も早く事業を完

了できるように取り組んでまいります。 

 第３に、九州新幹線鹿児島ルートを活用し

た地域振興に関する件でございます。 

 まず、九州新幹線の運行状況につきまし

て、今月半ばまでの実績を見ますと、昨年度

と同程度の利用者数となっており、順調に推

移している状況にございます。 

 次に、九州新幹線を活用した熊本づくり及

び観光振興等についてでございますが、ま

ず、くまもとプロモーションにつきまして

は、県外でも認知度の高い「くまモン」を最

大限活用して、多彩な熊本の魅力をアピール

することで熊本の認知度向上を図ってまいり

ます。 

 また、現在、熊本広域大水害による風評被

害を払拭するため、「阿蘇は元気です！熊本

は元気です！」キャンペーンを展開している

ところであります。全国に向け熊本の魅力を

引き続き発信してまいりたいと思っておりま

す。 

 以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは各担当課長から御説

明申し上げますので、御審議のほど何とぞよ

ろしくお願い申し上げます。 

 

○井手順雄委員長 それでは、議題(1)につ

いて執行部から事業概要の説明を受け、その

後質疑を受けたいと思います。 

 説明については簡潔に、着座のままでお願

いします。 

 それでは、執行部からの説明をお願いいた

します。 
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○手島道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 お手元の資料に基づきまして、今回は、前

回からの変更点、アンダーラインの箇所を中

心に説明させていただきます。 

 担当しております、Ⅰ．高速交通体系に関

する件について御説明申し上げます。 

 １ページをお願いいたします。 

 今回、最下段の平成24年８月25日現在の供

用延長について、日付の修正を行っておりま

す。ただし、供用延長等の数値の修正はござ

いません。 

 10ページをお願いいたします。 

 熊本天草幹線道路の現状ですが、大矢野バ

イパスの新天門橋(仮称)でございますが、こ

れについて記載を修正しております。詳細設

計を完了し、現在入札の広告をやっていると

ころでございます。 

 本渡道路につきましては、本年８月１日、

５日に、都市計画決定に係る地元説明会を開

催しております。 

 今後の取り組みのところでございますが、

新天門橋につきましては、本年度中に工事着

手の予定でございます。 

 本渡道路の天草市志柿町－本渡町の1.3キ

ロメートル区間につきましては、関係機関と

のルート協議や都市計画決定等の所定の手続

を進め、平成25年度の地形測量や地質調査等

への着手を目指すこととしております。 

 11ページをお願いいたします。 

 24年度の要望活動等でございます。これに

つきまして時点修正をしております。 

 以上で説明を終わります。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 お手元の資料の13ページをお願いいたしま

す。 

 航空路線の利用促進についてでございま

す。 

 まず、国内線の振興でございます。 

 現状につきまして、全体状況につきまし

て、８月までの旅客実績につきましては、平

成23年に比べ8.1％の増となっております。 

 東京線につきましては、平成24年度も堅調

に推移しており、８月までの実績は、平成23

年に比べ13％の増となっております。 

 大阪線でございます。平成24年度に入りま

して、対前年比８月までの実績10.3％の減と

なっております。神戸線を運行するスカイマ

ークが９月末をもって運休を決定しておりま

すが、一方で、伊丹線におきましては、全日

空が10月末から１便増便を決定しておりま

す。 

 １ページをおめくりください。14ページで

ございます。 

 ２つ表がございますが、下段のほうをごら

んになられてください。空港の就航路線の推

移でございます。一番右端、平成24年９月１

日現在でございます。７路線37便でございま

す。ただいま御説明いたしましたスカイマー

クの神戸線の運休、それとＡＮＡ伊丹線1便

増便の件に加えまして、ＦＤＡの小牧線が10

月28日をもって１便増便、こういう予定が入

っております。 

 15ページをごらんになられてください。 

 路線の旅客数の推移でございます。４月か

ら８月までの間、対前年同月比期間との比較

でございます。左端をごらんになられてくだ

さい。上から順に東京線、静岡線と書いてお

りますが、旅客数と利用率でございます。 

 東京線の利用率64.6％、名古屋線55.3％で

ございますが、小牧線につきましては67.1％

と数字が伸びております。大阪線62.9％です

が、神戸線は36.9％と数字が悪うございま

す。国内線トータルで63.1％となっておりま

す。 

 この表の一番右端をごらんになられてくだ

さい。対前年同月との比較でございます。先
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ほど御説明しましたように、東京線につきま

しては13％の増、大阪線につきましては10.

3％の減でございます。神戸線の対前年減が

目立っておりますが、これは３月25日に、こ

れまでスカイマーク１日２便運航しておった

ものが、１便減になり利便性が低下したもの

が原因であると見ております。トータル一番

下の欄、対前年8.1％の増になっておりま

す。 

 １ページお開きください。16ページをお願

いいたします。 

 国際線の状況でございます。 

 ソウル線でございます。平成24年度に入り

ましても円高・ウォン安等が続いておりまし

て、外国人利用者の減が続いております。利

用率は50％台を推移している状況でございま

す。 

 台湾線でございます。台湾線につきまして

は、６月末から８月末にかけて、復興航空に

よる16便の連続チャーターが実現いたしてお

ります。台湾線につきましては、引き続き今

月頭にかけまして、中華航空、復興航空等の

本社、日本支社等を訪問するなど、継続的な

要望活動を続けているところでございます。 

 １ページお開きください。18ページをお願

いいたします。 

 資料が３つございますが、真ん中をごらん

になられてください。ソウル線の今年度の月

別の利用状況でございます。利用実績、利用

率、前年比という順に書いております。真ん

中の欄、利用率をごらんになられてくださ

い。４月64.7％、５月52％、６月が落ち込み

まして43.4％、７月、８月と見まして、トー

タル一番右端合計欄、８月までのトータル5

6.9％、対前年に比べれば若干数字が伸びて

おりますが、平年に比べればまだまだ頑張っ

ていく必要があると思っています。 

 下の欄、チャーター便の状況でございま

す。４月から８月までの状況が一番左端でご

ざいます。上から総数でございまして、現時

点で27便チャーターの実績がございます。特

に、台湾線の増額が目立っております。一昨

年の22年度年間トータルと同程度のチャータ

ー便が既に実現している状況でございます。 

 19ページをお願いいたします。 

 今後の取り組みでございます。 

 ソウル線につきましては、特に落ち込みが

続いております韓国人利用者対策、インバウ

ンド対策につきまして、韓国で主流ブームに

なっておりますテレビショッピング等を活用

した取り組みを行っていきたいと思っており

ます。 

 台湾線につきましては、九州の他の自治体

等との連携も図りながら、インバウンドチャ

ーターの実施等に引き続き取り組んでまいり

たいと思っております。 

 １枚お開きください。21ページ、航空物流

機能の強化でございます。 

 航空物流につきましては、これまで対前年

で減少傾向がずっと続いてきたところでござ

いますが、平成24年度に入りまして、全日空

が東京線に787という大型機材を導入するな

どの効果によりまして、徐々にではあります

が回復の兆しが見えつつあります。 

 下にある表の上のほうが貨物の取扱状況、

４月からの状況でございます。一番下の欄が

月別の対前年比較でございます。６月から対

前年100％を超える状況が出ております。少

しずつでございますが、改善の兆しがありま

すので、引き続き頑張っていきたいと思って

おります。 

 １ページお開きください。22ページでござ

います。 

 阿蘇くまもと空港の施設整備でございます

が、ここで別添資料のほうをお手数ですがご

らんになられてください。別添資料の①で、

阿蘇くまもと空港国内線ターミナルビルの増

改築工事で８月１日にオープンした後と、こ

れまでの状況を比較した写真をつけておりま

す。 
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 まず、１枚目、デザインコンセプトでござ

います。熊本城の城郭をイメージさせるよう

な大屋根と黒を基調にしたデザインでまとめ

ております。また、中では県産材を生かして

熊本らしさを表現しております。 

 １ページをお開きください。 

 小さな写真が施工前、大きいほうが８月１

日供用後の写真でございます。大ひさし、歩

道部分が、これまでの４メーターの幅から3.

5メーター広くなりまして、7.5メーターとい

うかなり開放感のある様相になっています。 

 その下、３ページにつきましては、航空会

社の出発便のカウンター前の状況でございま

す。ちょうど柱がずっとありますが、それか

ら道路側にかかる部分、３メートルの拡幅が

できておりますので、これまでに比べてかな

り開放感のある状況になっています。 

 １枚おめくりください。 

 出発ロビーの天井の様子を写した写真でご

ざいますが、総施工のうちのほとんどが熊本

県産の木材を使っております。天井を中心に

杉、ヒノキ、扉はケヤキということで、製材

のほうも地産地消の流れに沿って、生産地に

近い工場の施工というふうに伺っておりま

す。 

 その下のページ、５ページが到着ロビーの

団体カウンターの風景でございますが、ごら

んになられますように、レンタカーの受け付

けカウンターとも拡張ができまして、利用者

の方から好評の声を伺っております。 

 １ページをおめくりください。 

 これは、スマートエアポートの中で取り組

みましたサイネージの掲示を、８月１日の供

用開始にあわせてこれも到着ロビーのところ

に設置しております。向かって左側が到着ロ

ビーを出られて正面に据えたサイネージ、右

側の写真のほうが、これは肥後大津駅の横の

ビジターセンターに、国内線の到着の様子が

わかるサイネージを取りつけております。下

をごらんになられて７ページのところ、これ

がサイネージの到着ロビーのほうを少し図を

大きくしたものでございます。 

 阿蘇くまもと空港から県内各地への交通機

関の案内でございまして、行く先、方面別の

交通手段、主な停留所、また益城インターで

の乗りかえの情報等、到着の時間を追ってス

クロールしていく仕組みにしております。 

 向かって右側の丸で囲んでいるところが、

空港内の乗り場の案内、あるいは方面別のタ

クシー料金の案内等を、これは時間ごとに少

しずつスクロールしていくことにいたしてお

ります。このサイネージにつきましては、か

なり評判がいいというふうに聞こえてきてお

ります。 

 お手数ですが、本資料のほうにもう一度戻

っていただきましてよございますか。28ペー

ジをお願いいたします。 

 阿蘇くまもと空港と周辺地域を活用しまし

た大空港構想の推進でございます。ただいま

資料をもとに説明いたしましたサイネージ等

につきまして、観光情報や交通情報等を提供

しているところでございますが、さらなる利

便性向上に向けて、今年度中に阿蘇くまもと

空港で、これはＷｉ－Ｆｉというんですが、

公衆無線ＬＡＮサービス、無料でインターネ

ット情報が使えるようなサービス環境も整備

し、それによりまして大量の利用者のニーズ

にあわせた環境情報や空港ビル内の施設情報

等も配信できるような取り組みを、今やって

おるところでございます。 

 また、この８月には、崇城大学との間で、

航空産業の人材育成を通じた阿蘇くまもと空

港の拠点性向上、「パイロットのふるさとづ

くり」というキャッチコピーをしております

が、そういう取り組み、また災害発生時の連

携や協力を図るための目的での協定を締結し

ておるところでございます。 

 交通政策課は以上でございます。 

 

○内田都市計画課長 都市計画課でございま
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す。 

 熊本都市圏交通につきまして御説明をいた

します。 

 資料の30ページをお願いいたします。 

 右側にあります参考－３、交通渋滞の状況

ですが、平成22年、道路交通センサスのデー

タをもとに、国県道の混雑時旅行速度の図を

作成いたしましたので、今回変更をいたして

おります。 

 資料の31ページをお願いいたします。 

 熊本都市圏交通施策の主な取り組みでござ

います。別添資料により熊本都市圏都市交通

アクションプログラムの平成23年度末の進捗

状況、及び今年度実施するパーソントリップ

調査について御説明をいたします。 

 恐れ入りますが、別添資料の②をお願いい

たします。 

 表紙をめくっていただいて、１ページをお

願いいたします。 

 まず、都市交通アクションプログラムの進

捗状況でございますが、アクションプログラ

ムにあります197の施策・事業のうち、平成2

3年度末までに６割を超える128の施策・事業

が目標を達成しております。 

 中段の左上にありますグラフに、全施策・

事業の進捗状況を示しております。平成23年

度には、新たに10の施策・事業が目標を達成

いたしました。 

 その詳細につきましては、１枚めくってい

ただきまして、２ページの上段にお示しをい

たしております。連続立体交差事業の完成ま

でに成果が見えるものを中期Ａ、着手するも

のを中期Ｂとしておりますが、おおむね計画

どおりに進捗をしているのではないかと考え

ております。 

 実施検討施策からの追加状況でございま

す。実施検討施策は、実施を前提として検討

をする施策・事業で、実施可能となった段階

で中期Ａ、中期Ｂに追加するものでございま

す。昨年度検討が済みました３つの施策・事

業を追加をいたしました。 

 ３ページをお願いいたします。 

 ここにつきましては、現在９つの施策・事

業となっております。未着手理由と取組状

況、今後の予定を記載をいたしております。

事業主体であります熊本市には引き続き計画

の具体化を求めてまいります。 

 ４ページをお願いいたします。 

 実施検討施策の取組状況でございます。現

在、８つの施策の検討を進めておるところで

ございます。これらの施策につきましても、

計画の具体化に向けて取り組んでまいりま

す。 

 ５ページ以降には、平成23年度に完了しま

した施策・事業の中での代表的な６つの施

策・事業の整備効果をまとめております。 

 今後、県といたしましては、アクションプ

ログラムの計画的、継続的な実施に向けて、

政令都市となった熊本市と熊本都市圏内の他

の市町村との総合調整を担ってまいりたいと

いうふうに考えております。 

 続きまして、別添資料②の９ページをお願

いいたします。 

 パーソントリップ調査につきまして御説明

をいたします。 

 この調査は、熊本都市圏の人の動きを調査

し、今後の交通政策や道路整備計画の計画策

定に資するため実施するものでございます。

ことしの10月から11月にかけまして、熊本都

市圏５市６町１村の無作為に抽出いたしまし

た約12万世帯の方々に、いつ、だれが、どこ

に、どんな目的で、どの交通手段で移動した

かについて調べるものでございます。 

 調査方法につきましては、郵送で調査表を

配布し回答していただくことになりますが、

回答方法につきましては、インターネットま

たは郵送にて回答できるようにしておりま

す。 

 そのほかに、この実態調査とあわせまし

て、都市交通、住まい、60歳以上の方の外出
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に関する意識調査や、白川にかかる橋梁での

交通量調査、及び熊本駅頭でのアンケート調

査も行います。 

 スケジュールといたしましては、今年度実

態調査を行い、来年度現況分析、将来交通需

要予測を行い、平成26年度に都市圏交通マス

タープランを策定することとしております。 

 10ページと11ページをお願いいたします。 

 10ページが世帯構成を聞く世帯表、11ペー

ジが個人の行動を聞く個人表となります。調

査票の写しを縮小し添付しておりますが、実

際に各家庭に郵送配布する調査表はＡ３版と

なります。 

 記入方法等につきましては、別途記入例等

を同封いたしまして、できるだけわかりやす

いようにしたいと考えております。また、イ

ンターネットやフリーダイヤルでの問い合わ

せに対応することといたしております。 

 なお、参考までに、お手元にＰＲに使用し

ておりますチラシも配付しておりますので、

御参考にしていただきたいと思います。 

 以上で、都市計画課の説明は終わります。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 本資料の33ページをお願いいたします。 

 都市圏公共交通ネットワークの整備でござ

います。 

 豊肥線を活用した空港ライナー試験運行の

現状でございます。昨年の10月１日から試験

運行に取り組んでおりまして、８月31日現在

で延べ４万906人の利用をいただいておりま

す。 

 また、この表の月別の数字をごらんになら

れてわかりますように、６月122人、７月118

人、８月139人と、これは１日当たりの利用

者の数字でございますが、少しずつではござ

いますが数字が伸びていっている状況でござ

います。 

 また、９月の現時点での数字を速報ベース

で確認いたしてきましたら、140人を超える

数字が９月いっぱいで見込めるということで

ございますので、引き続き利用者の増加に取

り組んで、将来の交通機関として定着するよ

うに取り組んでまいりたいと思います。 

 交通政策課は以上でございます。 

 

○上野鉄道高架推進室長 鉄道高架推進室で

ございます。 

 資料の39ページをお願いいたします。 

 ＪＲ鹿児島本線等連続立体交差事業につい

て御説明いたします。 

 ６月の当委員会におきまして、埋蔵文化財

等の事業推進上の課題についてＪＲ九州と確

認し、事業への影響を精査していることを御

説明いたしましたが、その結果、(1)の③に

おいて、事業の完了は平成28年度から２年延

びて平成30年度の見込みとなりました。 

 次に、資料の40ページをお願いいたしま

す。 

 工程の精査結果と事業予定についてでござ

いますが、説明につきましては、別添資料②

の３のＪＲ鹿児島本線等連続立体交差事業に

ついての13ページ目、Ａ３の折り込みをごら

んいただきたいと思います。 

 まず、このＡ３版におきして、上のほうに

あります資料１の平面図におきまして、全体

は６キロメートルございますけれども、その

うち左側の青色の帯に(うち一般部 約４ｋ

ｍ)と示している区間につきましては、上り

線と下り線の地上から高架橋への切りかえ時

期につきましては、高麗門踏切の埋蔵文化財

調査検討や保存のための高架橋構造変更への

対応によりまして、左下の資料２の工程見込

みの図におきまして、この下のほうになりま

すけれども、当初の①の平成25年度中ごろか

ら、精査後の見込みの⑤の平成26年度末とな

りました。 

 次に、資料１のまた上の平面図に戻ってい

ただきまして、薄い赤色の帯に(うち熊本駅
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部 約２ｋｍ)と示している区間につきまし

ては、上り線は、一般部と同時に平成26年度

末の切りかえ予定でございますが、下り線と

豊肥本線の切りかえ時期につきましては、駅

部の埋蔵文化財調査や工事への厳しい契約条

件により工程を見直した結果、済みません、

また左下の資料２の工程見込みにおきまし

て、当初②の平成26年度末及び③の平成27年

度末から、精査後の見込み⑥の平成29年度末

となりました。 

 その後に、線路の撤去工事等を行いまし

て、連立事業の完了は、当初④の平成28年度

末から、精査後の見込み⑦の平成30年度末と

なりました。 

 最後に、右下の資料３の高麗門踏切付近に

おける高架橋構造変更についてでございます

が、県と熊本市で協議を行った結果、高麗門

跡及び御成道跡の遺構群は重要な文化財であ

り、今後県と熊本市が連携して文化財保護法

の規定による史跡指定を目指すとともに、熊

本市が主体的に保存管理し最大限活用してい

く方向となりました。 

 したがいまして、高架橋の構造を資料３の

図－２のイメージの柱が、約10メータースパ

ンの形式から、その下の図の３の約50メータ

ースパンの形式へ変更し、埋蔵文化財が可能

な限り現地に現状保存できるようにしまし

た。 

 また、工事費の増額分につきましては、熊

本市と協議を行い、現在の連立事業の負担割

合といたしまして、今後は埋蔵文化財調査や

工事の準備を進め、この区間の工事着手はこ

としの12月を予定いたしております。 

 今後ともＪＲ九州と検討を重ね、一日でも

早く事業を完了できるように努めてまいりま

す。 

 以上で説明を終わります。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 本資料の45ページをお願いいたします。 

 九州新幹線鹿児島ルートを活用した地域振

興に関する件でございます。 

 下段の九州新幹線の利用状況でございま

す。開業２年目におきましても、利用者は順

調に推移している状況でございます。 

 １ページお開きください。46ページをお願

いいたします。 

 下段のほうの表でございます。開業２年目

の利用実績でございます。これは２段構成に

なっていまして、上のほうが博多－熊本間、

下のほうが熊本－鹿児島中央間になっている

表を、３月12日から９月17日までの各月分

を、１日の利用者ベースということで比較い

たしております。 

 上のほう、ずっと３月12日からごらんにな

られてください。博多－熊本間、括弧書きで

書いておりますが、対前年４月113％、５

月、６月とも100％を超えております。７月

は大雨の影響で若干落ちております。８月も

まだ引きずっておりますが、９月17日までの

間におきましては、対前年より若干伸びてい

る状況でございます。 

 トータルいたしますと、非常にざっとの数

字でございますけど、対前年１日当たり約90

0人伸びておりまして、約４％の増というこ

とでございます。 

 交通政策課は以上でございます。 

 

○坂本くまもとブランド推進課長 くまもと

ブランド推進課でございます。 

 お手元の資料の49ページをお願いをいたし

ます。 

 九州新幹線を活用した熊本づくり及び観光

振興について、私のほうからくまもとプロモ

ーションについて御説明をさせていただきま

す。 

 49ページの平成24年度の取り組みでござい

ますが、「くまモン」を活用したＰＲという

ことで、これまで県外での「くまモン」の高
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い認知度を活用して、多彩な熊本の魅力を幅

広くアピールすることで熊本の認知度を図っ

てまいりました。これまでは、どちらかとい

いますと食を中心とした展開でやっておりま

したが、今年度は特に幅広い分野で、いろい

ろな分野でも展開を図っているところでござ

います。 

 一番下の写真を見ていただきたいと思いま

すが、これは天神のロフトにおいて、「くま

モン」と観光展をミックスした形でやってい

る写真でございます。 

 真ん中の写真が、県内の観光地をいろんな

形で写真を展示させていただいて、熊本のい

いところをアピールをさせていただいており

ます。 

 こういう展開を、全国のロフトという生活

雑貨店でございますが、そういう店で13店舗

で「くまもとフェアinロフト」という形での

展開をやりまして、観光情報等の展開を図っ

たところでございます。 

 それとあわせまして、記載はしておりませ

んが、本日付で申しわけありません、サンプ

ルなんで申しわけありませんが、竹書房から

ここに「くまモン」というものを介して、熊

本を紹介する冊子をつくっていただきまし

た。熊本県では撮影協力だとか、中の企画と

かの協力をあわせてやりまして、中には県の

物産ですね、そういうものをしたりとか、観

光スポットとかを「くまモン」の目を通して

紹介をさせていただくような、そういうもの

もきょう販売をされる予定でございます。１

冊1,000円ぐらいで１万5,000部発行される予

定ですが、各書店から結構引き合いが多く

て、私どもで今サンプルとして１部しかまだ

届いていないような状況でございます。そう

いうこともあわせて展開をしてイメージアッ

プに努めてまいりたいと思っております。 

 それと、一番下のところの右側にございま

すけれども、チロルチョコレートで「いきな

り団子」の味をしたチロルチョコレートを新

たに展開をしてまいりたいということでやっ

ております。これは熊本県産のサツマイモを

使用した形で展開をさせていただいておりま

す。 

 次のページをお願いいたします。 

 各地域の特性に応じたＰＲとしまして、特

に前回の委員会以降にやりましたのが岡山県

との連携ということで、岡山県からこちらの

ほうに出向いていただきまして、交通センタ

ー等で７月21日、22日にＰＲ展開をやってい

ただいております。熊本のほうからは、岡山

桃太郎祭りということで、８月４日の日に熊

本から出向きまして、岡山でＰＲ活動を行っ

たところでございます。 

 福岡地域でございますが、ヤフードームで

８月11日、マリノアシティで８月13日から15

日、木の葉モールで８月17日から19日という

ことで、主に大規模集客施設等と連携をいた

しまして、物産展等を開催いたしましてプロ

モーション活動を実施したところでございま

す。その際、阿蘇の被災地域のこともありま

すので、「阿蘇は元気です」ということで、

あわせてＰＲ活動を行わせていただいており

ます。 

 次のページの51ページでございますが、県

内でのくまモンプロモーションでございます

けれども、８月、ＲＫＫラジオで月曜日から

金曜日まで、６時45分から６時50分までで、

「夏休みラジオ de くまモン体操！」という

ものを放送をさせていただきました。くまモ

ン体操を流しまして、保育園、幼稚園並びに

小学校の皆様方に一緒に体操をしていただこ

うということで流した企画でございます。あ

わせまして、県内各地域の小学校を訪問しま

して生中継をやったところでございます。各

週の金曜日にずっと出向きまして、現場で一

緒にくまモン体操をやっていただいておりま

す。 

 あわせまして、８月18日には、フードパル

熊本で「くまモン体操大集合！」という形で
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やらせていただきましたら、暑い中にもかか

わりませず、約1,100名ぐらいの参加があっ

ております。 

 それと、次のページ、52ページでございま

すけれども、くまモンの今後の展開について

ですけれども、これまでの「くまモン」の活

動を踏まえて、県民から末永く愛されるキャ

ラクターとなるように、今後展開を図ってま

いりたいということで考えております。 

 その際、私どもとしてやろうとしています

のが３点ございまして、まず、くまモンのブ

ランド価値向上の取り組みをやってまいりた

いと思っております。「くまモン」は今単体

で動いておりますし、くまモン体操というこ

としかツールを持ちませんので、その辺につ

いてキャラクター設定をさらに深化させて、

一つの世界観をもう少しつくってまいりたい

というふうに考えております。それと、パフ

ォーマンスも新たにつくっていきたいという

ふうに考えております。 

 来年３月の12日が「くまモン」の誕生日で

ございますので、来年３月の中旬ぐらいに誕

生祭を企画をしたいと思っておりますので、

その際にお披露目をしていきたいというふう

に考えております。 

 それと、２点目ですが、当委員会でも御指

摘いただいておりますように、「くまモン」

だけではなくて、熊本の関連性を十分強化を

してまいりたいということで考えておりま

す。営業部長の強化ということで、広い分野

でできるだけ熊本のイメージアップにつなが

るような展開をしてまいりたいというふうに

考えております。 

 それと、持続可能な仕組みづくりといたし

ましては、商標の適正管理とか県民との機運

醸成等を図りながら、持続可能な仕組みづく

りに努めてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

 

○小原観光課長 観光課でございます。 

 資料は52ページをお願いいたします。 

 真ん中の２）観光キャンペーン等の展開に

おける主な事業を御報告いたします。 

 ①熊本夏の家族キャンペーン「くまもとあ

そビンゴ！！夏たびキャンペーン」を、７月

15日から８月31日の夏休み期間中に実施をい

たしております。 

 主な宣伝展開として、キャンペーンのパン

フレットを初め次ページのポスター、それか

ら雑誌・新聞等の印刷物、映像、交通広告、

ＷＥＢ、ホームページなどさまざまな媒体を

通して、県内各地域の観光地のＰＲを行って

まいりました。 

 54ページをお願いいたします。 

 このキャンペーンでは、また博多駅等での

イベントも開催しているところでございま

す。 

 55ページをお願いいたします。 

 ②「くまもとあそビンゴ！！阿蘇スペシャ

ルキャンペーン」でございます。去る７月の

広域大水害による風評被害を払拭するため、

特急「あそぼーい」豊肥線宮地駅までの運行

再開に合わせ、ＪＲ九州とのタイアップによ

り、「くまもとあそビンゴ！！夏たびキャン

ペーン」を「くまもとあそビンゴ！！阿蘇ス

ペシャルキャンペーン」と銘打ち、阿蘇地域

のみキャンペーン期間を10月いっぱいまで延

長して展開しているところでございます。 

 次に、56ページをお願いいたします。 

 ④「阿蘇は元気です！熊本は元気です！キ

ャンペーン」についてでございます。当キャ

ンペーンも、去る７月の大水害による風評被

害を払拭するため、福岡、関西、首都圏を中

心に広報宣伝活動等を展開しているところで

ございます。以下、対象地域別に具体的な取

り組み事例を記載しておるところでございま

す。 

 今後も引き続き、様々な広報媒体を利用し

て、本県の観光ＰＲを行うこととしておりま
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す。 

 次に、57ページをお願いいたします。 

 今後実施するキャンペーンでございます。 

 ⑤「期待を超えるぞ！くまもっと県。キャ

ンペーン」でございます。当キャンペーン

は、ＪＲ西日本、ＪＲ九州とタイアップし、

山陽、九州新幹線を利用し、新規客の確保は

もとよりリピータ客確保を念頭に置いたキャ

ンペーンを、来月10月１日から来年25年３月

31日まで展開することとしております。 

 主な商品開発・宣伝展開として、「月刊く

まもと新聞」というパンフレットを毎月発行

し、また初めての試みとして、県内温泉地の

活性化を図るため、協賛旅館・ホテルの宿泊

者限定で、湯巡手形を配布することとしてお

ります。さらに、関西の大手旅行会社におい

て、オリジナルくまモングッズをプレゼント

することで、旅行商品の増売を図ることとい

たしております。 

 次に、60ページをお願いいたします。 

 最近の観光動向についてでございます。本

県が実施した宿泊客数動向調査によると、平

成24年４月期から８月期の本県の延べ宿泊者

数(速報値)は、前年同期に比べ国内客は減少

したものの海外客は増加し、全体では累計で

前年同期とほぼ同水準となっております。国

内客に関しましては、７月の熊本広域大水害

による影響等により、対前年比５％減となっ

ております。 

 なお、海外客数は、東日本大震災発生後大

幅に減少しておりましたが、この８月までの

期間は回復が見られるというころでございま

す。 

 以上でございます。 

 

○井手順雄委員長 以上で執行部からの説明

が終わりましたので、質疑に入りたいと思い

ます。何かありませんでしょうか。 

 

○増永慎一郎委員 九州中央自動車道につい

てちょっとお伺いしたいんですが、これはま

だ国のほうが供用開始年を全然言ってないん

です。平成28年度以降という言い方をされて 

いまして、沿線からも、ちゃんと供用年度を

教えてほしい、はっきりさせてほしいという

ふうな話があっておりますが、県としてはど

ういうふうな形で認識をされておるのかちょ

っと教えていただきたいと思います。 

 

○手島道路整備課長 当然ながら、今委員御

指摘のような形で、我々としても国に対し

て、知事を初めとして供用年次の早期公表を

お願いしているところでございます。我々と

しましては、用地の取得率もかなり上がって

いることから、近いうちに公表されるのでは

ないかと期待しているところでございます。 

 

○増永慎一郎委員 かなり以前からこの話

は、山都町あたりでも28年度以降がひとり歩

きして、28年度中というふうな伝わり方をし

ている部分がかなりあるわけなんです。だか

ら、その用地の取得も90％以上になっている

というふうな話で、何か聞いたら、大体80％

以上超えたら供用のめどが立ったということ

で、供用年度というのは発表されるらしいで

すけど、何かその辺が国もあいまいですの

で、その辺は県のほうからも強力に要望とい

うか、運動というか、そういうふうな形で、

この前の大会の決議事項の中にも入っていま

したので、ぜひともさらに強い要望をお願い

しておきたいと思います。 

 以上です。 

 

○井手順雄委員長 要望でいいですか。ほか

にございませんでしょうか。 

 

○小杉直委員 ２点。最初には３９ページ、

上野室長にお尋ねですが、おさらいも含め

て、私が忘れておることもあるけんですね。 

 高架事業の総事業費は、最初のころは総事
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業費550億というふうな記憶をしておりまし

て、当時、ＪＲの福岡本社あたりにも陳情に

出かけた思い出がありますが、その後、最近

までの総事業費の変化というのはどのくらい

ですか。 

 

○上野鉄道高架推進室長 総事業費につきま

しては、まさに今現在、ＪＲ九州さんと精査

中のところがございます。今まで行ってきた

事業におきましても、当初と変更してなされ

ている部分もございますし、あるいはコスト

縮減等で削減されている分もございますの

で、現時点では550億円というふうになって

おりますが、それはまた精査が速やかに行わ

れ次第、御報告をさせていただきたいと思っ

ております。 

 

○小杉直委員 現時点では総事業費の変化、

合算状況はよくわからない、精査中というこ

とですが、今度は高麗門踏切と埋蔵文化財で

２年おくれるですね。２年おくれることにお

ける費用負担というですか、マイナス的な負

担の予算というのはどのくらい考えられます

か。 

 

○上野鉄道高架推進室長 工事そのものが時

間的にかかるために、その分費用がかかるか

どうかというのは非常に難しい問題でござい

まして、時間がかかる分に費用がかかってく

る部分もありますし、逆に適正な工事が行わ

れていることによって工事費がその分、急が

ない分余計にかからないという部分もござい

ますので、２年おくれることによる工事費の

増額を出すというのは明確にはなってこない

と思います。 

 ただ、ここの部分の高架橋の構造の変更の

工事費におきましては、明らかに今スパンが

変わることによりまして、工事費の増額が見

込まれているところでございます。 

 

○小杉直委員 今確認したばってんが、一般

的には、工期が２年おくれるならば、それだ

け費用が増加するというのが一般観念です

が、今おたくの話を聞くとしゃが、２年おく

れてもそう大差はないということですか。 

 

○上野鉄道高架推進室長 工事費の算定につ

きまして、時間的な要素の中に、おっしゃい

ますように、その工事を進めていく間におけ

る物価の上昇がどうだとか、いろんな時間的

な経緯を見る必要がございますので、プラス

に働く部分と、その工事期間によって、逆に

適正な工事期間がとれて急がない分、マイナ

スに働く部分等も出てまいりますので、その

辺はきっちり精査をしていきたいと思ってお

ります。 

 

○小杉直委員 今の件で、くどかごたるばっ

てんが、一般論的に言うなら、２年おくれる

というならばそれだけ予算が増加するとい

う。それは、今室長がおっしゃったように、

かえって工事変更によって節約できる分があ

るかもしれぬけども、一般観念では膨れると

いうことと、埋蔵文化財の調査費用というの

もそれは考えにゃいかぬでしょう、それは土

木部の負担かどうかは別として。 

 土木部長、そういうことを考えると、２年

おくれることに対する予算の増加、負担金は

考えられぬですか。 

 

○井手順雄委員長 その前に、今小杉委員が

おっしゃっているのは、現行の構造が今度変

更になると、その間において、変更になった

部分で幾ら増額があるのかという趣旨の質問

かとも思いますから、そこもあわせてお願い

いたします。 

 

○船原土木部長 今小杉委員の指摘の中で、

２年おくれということで、当然効果発現がお

くれるということになりますので、その分の
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マイナスはあるというふうに思っておりま

す。 

 構造の変更に伴う増額分については、上野

室長のほうから説明させていただきます。 

 

○上野鉄道高架推進室長 今回の構造変更に

おきます工事費の増額につきましては、この

埋蔵文化財を含めた変更区間というのが、お

よそ高架橋で約300メーターございますけれ

ども、もともとの計画であれば、高架橋のコ

ンクリート構造物がおおむね10億であったと

いうことが、今回柱を、スパンを長くして飛

ばすということから、まだ概算の段階ではご

ざいますけれども、約20億円になる予定であ

るというふうにＪＲのほうからは聞いており

ます。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 くどいですが、端的に言うな

らば、おくれることによって負担分というの

は、20億円ぐらいというアバウト的に出てお

るという意味ですか。 

 

○上野鉄道高架推進室長 10億円から20億円

に変更になる。 

 

○小杉直委員 埋蔵文化財の調査費用等は幾

らですか。 

 

○上野鉄道高架推進室長 埋蔵文化財の調査

費用につきましては、事業者が県でございま

すので、県の文化課のほうに頼んで調査費用

として出しております。 

 それで、費用につきましては、この区間

で、済みません、ちょっと1,000万か2,000万

ぐらいだったと思います。 

 

○小杉直委員 我々は予算審議する役目もあ

るわけだけん、２年おくれることに対するそ

ういう工事費、あるいは埋蔵文化財の調査費

等々含めて、どのくらい余計要るんだという

ことは、やっぱり即答できるようにしとって

もらいたかですね。 

 これに関して、埋蔵文化財が、高麗門のと

ころは熊本城と関連してあるということは、

私自身があの付近も遊び場でしたから、常識

的にわかっておるわけですが、それは事前に

そういう情報交換を、文化財所管課との打ち

合わせはできなかったんですか。 

 

○上野鉄道高架推進室長 埋蔵文化財におき

ましては通常遺跡地図というのがございまし

て、それにより、事業地におけるどこに埋蔵

文化財があるかという範囲の指定がされてお

ります。私どもが連立立体の計画をした平成

13年の段階におきましては、この地図の中に

今回の高麗門の遺跡の部分の明示はありませ

んでした。そういうことから、当初の計画の

中におきましては、この要素は入っていなか

ったものであります。 

 ただし、平成19年ごろになりまして、文化

課のほうから、ある文献を見ますと、このあ

たりに元高麗門の跡があったのじゃないのか

なというお話がございました。そのときに私

どもとしましては、その場所が実際は、今在

来線は新幹線の下に移っておりますけれど

も、もとあった在来線の下にそのようなもの

があるのではないかということのお話があり

ましたので、昨年の５月23日だったですか、

切りかえた後に、早急に在来線のレールを撤

去した後にまず試掘調査から入りまして、実

際あるのかないのか、あるいはその価値がど

うあるかというのは、検討委員会にかけて調

査検討をしてきた次第でございます。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 なぜそれをくどく言うかとい

うと、やっぱり蒲島県政が２期目の最後が28

年なんです。27年度かな。御無礼、27年度に

したって高架事業が２期目に終わらぬわけで
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すな。結局、今の予定でいけば、高架事業が

平成30年でしょう。それから駅舎を解いて、

新しい駅舎をつくるという期間が２年ぐらい

かかるんかな。 

 

○上野鉄道高架推進室長 駅舎につきまして

は、高架橋の上につくる予定になっておりま

すので、先ほど御説明いたしました29年度末

に切りかえますので、その時点で駅舎という

ホームとプラットホームの上屋はできます。

ただ、安藤先生にお願いしております前面の

外壁につきましては、高架化に切りかわった

29年度末から現在の駅ビル等の取り壊しとか

がございまして、30年度に外壁をつくり上げ

て、30年度末までに駅舎としては完成予定を

考えております。 

 

○小杉直委員 完成は30年度末という予定で

すたいな。 

 

○上野鉄道高架推進室長 そうでございま

す。 

 

○小杉直委員 さっき蒲島さんが、去年の選

挙だったけん27年までですな。わかりまし

た。以上です。 

 

○鎌田聡委員 済みません、今の関連で確認

ですが、おくれることによっての事業費の増

はそうまでないということで、構造変更です

よね、10メータースパンのやつを50メーター

にすることによって10億が20億と。済みませ

ん、素人考えでいくと、コンクリートが少な

くなるので、倍にならぬで逆に安うなりはせ

ぬかなというふうに思うんですけども、（笑

声）それはどういう計算でそうなっているん

ですか。倍になるというのがちょっと信じら

れないです。 

 

○上野鉄道高架推進室長 10メーターおきと

いうのが一番標準的と申しますのは、ある意

味では一番安いというふうな価格で、何も支

障がないときはそのような構造でなさいま

す。当然、道路とか川とかがあればその分ま

たいでいくということで、そもそもの構造形

式が、先ほど委員長もおっしゃいましたよう

に、橋台等もその分増すか、逆に柱１本より

も大きくなりますし、また上部工というのは

形式が変わって橋げたといいますか、形式も

変わる関係上、その辺の工事費というのは全

く違う種類のものに変わってきますので、額

としては今試算されたような額になるんでは

ないかと考えております。 

 

○鎌田聡委員 要は、掘るのもそげんよけい

掘らぬでいいし、まあまあ厚みは増してくる

と思いますけども、その点でちょっと倍にな

るというのが、これはＪＲが試算されたんで

すか。その辺はもう少し精査をされた上で、

構造変更も概算でしたけども、倍になるとい

うことはちょっと理解しがたいなと思います

が、これはもう少し精査をぜひしていただき

たいと思います。 

 

○上野鉄道高架推進室長 ＪＲからの資料の

提出を求めて、私どももきっちり精査をして

まいりたいと思っております。 

 

○井手順雄委員長 ほかにございませんでし

ょうか。 

 

○岩下栄一委員 大した問題じゃないという

ふうな気がするけど、県民からちょっと問い

合わせがあった空港問題。 

 三菱のメガソーラーの発電所かなんか空港

ビルに設置できるという話を新聞紙上で知り

ましたけど、メガソーラー発電所あたりが出

す電磁波というのはどのくらいあるのかな

と、それがまた空港の飛行機の管制塔に悪影

響が出てくる、場合によってはあったりなか



第８回 熊本県議会 高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録（平成24年９月27日) 

 - 15 - 

ったり、そういう点は心配ないのか。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 メガソーラーの発する電磁波につきまして

のお尋ねでございます。申しわけございませ

んが、正確にどういう影響があるかという数

字は持ち合わせておりませんが、ただ私ども

リサーチしましたところ、国内でも羽田空港

の隣接、あるいは岡山空港、徳島空港の隣接

等も、既にメガソーラーの設置をなされてい

るところがございまして、航空局のほうでも

支障がないという前提で設置されていると、

そういうふうに理解しています。 

 以上でございます。 

 

○岩下栄一委員 それなら構わないと思いま

すし、大体空港ビル自体が電磁波の巣みたい

なもんだから大したことはないと思いますけ

ども。 

 もう一点ですけど、パーソントリップ調査

が行われました。自転車はどういうふうに位

置づけられておりますか。 

 

○内田都市計画課長 自転車も含めまして、

個人の方の１日の動きを調査をしたいと思っ

ています。その方が１日バスとか電車に乗っ

たり、自転車に乗ったり、徒歩でどこか行っ

たり来たりと、そういった今回調査をしてこ

の手の実態を調べたいというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

 

○井手順雄委員長 ほかに。 

 

○佐藤雅司委員 まず最初に、お礼を申し上

げたいと思います。 

 今回の７月の豪雨に際しましては、県執行

部、委員さん方、あるいは県会もそうでござ

いますけれども、本当に一生懸命やっていた

だいて、観光地でありますけども、風評被害

もそんなにといいますか、結構あったんです

けど、マスコミの皆さん方も控えていただい

たのかなという感じでございますけども、何

とか持ち直していっているというふうな感じ

をいたしております。心からお礼を申し上げ

たいと思います。 

 ちょっと１点だけ、まったく別の話です

が、最近、この一般質問の知事答弁の中で、

中九州横断道路の滝室付近を、いわゆる中九

州の考え方をもとにした道路整備をやってい

こうと。土木部長あたりも相当阿蘇を訪れて

いただいておると思いますが、中九州のあの

滝室付近のいわゆる急峻の地形ですね、まだ

仮設橋がかかっとるというような状況です

が、そのような考え方がどのくらい手応えが

あるもんだろうかと、盛んに知事がおっしゃ

っておりますので、我々も知事がおっしゃる

ということは相当期待をするわけでございま

すので、県としてどれくらいの期待値を持っ

てこれから臨もうとされているのか、その辺

をちょっとお伺いしたいなと思います。 

 

○手島道路整備課長 今おっしゃるように創

造的な復興ということで、滝室坂の復興に当

たっては、中九州にも使えるようなものでつ

くったもらいたいということで、知事も何度

も上京して国のほうに要望しているところで

ございます。 

 手応えと申しますとなかなか見えてはこな

いところがございますが、国のほうも事務的

にはそういうことをしようということでやっ

ているとお聞きしておりますので、正確な手

応えとまではいきませんが、やる気はあるん

だなというのは理解しておりますし、今後も

我々としてお願いをしていきたいと思ってお

ります。 

 近いうちに、もちろん知事も言っておりま

すので、以上でございます。 
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○佐藤雅司委員 私どもも議連の中で九地整

のほうに参りまして、道路局長のほうからも

そのような話をお伺いしたんですが、地元に

とっては、そして熊本が州都を目指すと、こ

ういうことでありますので、その横軸をきち

んとやるという中でも必要な、いわゆるこの

くらいのというとちょっと語弊がありますけ

ども、災害のたびに熊本、大分が不通になる

ようなことではやっぱり州都の核が見えてこ

ない、そんな感じがいたしておりますので、

その九地整のほうは何かないかちょっとお聞

きしたいと思います。 

 

○手島道路整備課長 今委員がおっしゃった

ように地整のほうに行っていただいて、地整

のほうもそのように検討をして、本省のほう

とも打ち合わせると言っていただいておりま

すが、それについて結果をまだ把握しており

ませんので、昨日たしか上京しておるという

ふうに聞いておりますので、まだ詳しく聞い

ておりませんけども、やる気はあるというこ

とで、先ほど申したような状況でございま

す。 

 

○氷室雄一郎委員 私のほうか３点ほど。 

 13ページでございますけども、空港路線の

利用状況というものについてでありますが、

この資料を見ますと、県全体では平成19年度

がピークで、その後非常に活気のある熊本と

いうことで注目を集めているんですけども、

旅客数の推移は余り変化はしていない、この

辺はどういうふうに考えておられますかとい

うこと、それが１点です。 

 ２点目は、新幹線開業で、大阪線が予測と

しては30％から40％減という厳しい見込みを

されとったんですけども、そうじゃなくて、

ある程度、８月までは10.3％減ということ

で、これはかなり新幹線での大阪からの利用

が若干増加しているから減ったのじゃないか

と思いますけども、ここは余り私たちが心配

していた以上には客数は減っていない。しか

し、これは若干もとに戻さなければいけませ

んけども、神戸線のスカイマーク等の運休が

ありますけども、若干これはもとに戻さにゃ

いかぬと、そこら辺の御努力はどうされます

か、これが２点目です。 

 それからもう一点は、21ページですけど

も、空港貨物機能の強化についてという、非

常に人の流れは大きく希望がありますけど

も、この数字を見ますと、21年度からは極め

て減少をしている。それを危惧されておるさ

まざまな御意見はこれまで出されてまいりま

したけども、22ページにありますように、物

の移動につきましては需要調査を行うと。こ

れはいつごろまでに行われて、これをどのよ

うに活用されるのか。この調査だけでこうい

う物の動きというのが下降線の中で歯どめ

が、行政だけの調査なり、またそれを提示す

ることによって回復が見込まれているのかと

いう、以上の３点につきましてお尋ねをした

いと思います。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 まず、13ページ下段にあります国内線利用

者総数の動きについてのお尋ねでございまし

た。平成18年度、19年度、20年度までは300

万を超える数字でございまして、御指摘あり

ましたように、国内の地方空港の中でも勢い

のある空港ということで認められておりまし

た。ただ、リーマンショック以降、これは全

国的な傾向ではございますが、かなり航空需

要の減が起きておりまして、その流れの中で

ＪＡＬが倒産するというふうなことも起こっ

ております。 

 私どもとしましては、航空路線につきまし

ては、熊本県内の経済の活性化の牽引者と見

ておりますので、新幹線と並んで利用促進に

努めていきたいと思っておりますので、特に

拠点性の向上につながるようなアクセスの改
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善等、そういう働きかけをしながら、利用者

数の増には取り組んでまいりたいと思ってお

ります。 

 また、スカイマークのお話ございました、

大阪線も絡めてですね。関西方面につきまし

ては、これまでも議論いただいたところでご

ざいますが、御指摘ありましたように、かな

り事前には30～40％の減を見込んでおりまし

たけれども、実は私ども航空会社とも事前に

協議いたしまして、新幹線の進出を脅威と見

て利便性を低下させれば、マイナスのスパイ

ラルに落ちるだろうと。ですので、ぜひここ

は頑張って便数はとにかく維持してくれと、

それから料金面での頑張りを期待するという

ことで投げましたところ、今新幹線の大阪か

ら１万4,400円に対し、航空会社も１万4,200

円とぶつけられて、さらには早割で9,800円

とかいう商品も出ております。 

 残念ながら、ＪＡＬのほうは会社のほうが

ちょっと傾いたもんですから、機材の小型化

ということをやりまして便数の維持を保って

おります。その成果もありまして、国内線の

伊丹のほうにつきましては７ポイント台でご

ざいましたか、10％未満という落ち込みで何

とかこらえておるところでございます。 

 スカイマークにつきましては、先ほども触

れましたように、もともと２便体制であった

神戸線でございますが、スカイマーク自体が

フルサービスのエアラインと違いまして、か

なりコストを落として低料金で勝負するとこ

ろでございますので、目標とされる利用者数

の水準がかなり高かったように見ておりま

す。ですので、当時はかなり10万人以上の対

前年利用の増を頑張っていたんですけれど

も、スカイマークの中の目標に合わずに、か

つ社内の機材繰りということを聞きまして今

１便減、残念なことに神戸線につきましては

しばらく休みということを聞いております。 

 最後、貨物便の状況でございます。調査に

つきましては、今年度の予算で調査すること

にしておりまして、現時点で現在の荷の状況

の聞き取り等は既に着手しております。委員

御指摘のとおり、その調査結果で何をやるの

かということでございますが、まず私どもが

把握したいのは、特にフォワーダーといいま

すか、荷物を運ぶ方たち、周辺環境を形成す

る人たちのニーズの中において、私ども行政

の努力で改善できる点があれば、それは精い

っぱい頑張っていきたいと。 

 ただ、物流のほうは、これはトータルで工

場の出荷から考えていかなければならない分

野でございますので、私たちのできることに

は限界あるかもしれませんが、それでもでき

ることを見つけ出して取り組んでいきたい

と、こういうことでございます。 

 以上でございます。 

 

○氷室雄一郎委員 一つの人、物の移動な

り、県内の活性化の一つのこういう数字はバ

ロメーターでございますし、何とかピーク時

も、日本全国落ち込んでいるということでは

ないんではないかと思うんです。だから、そ

の辺をしっかり分析をしながら、やはり一つ

の数字ではありますけども、これによって判

断材料も出てくるわけでございます。 

 物流につきましては、先ほどおっしゃった

ように、行政だけの力では非常に難しい。し

かし、予算もつけられまして、調査もされま

した。 

それをしっかり生かして、この数字が少し

でも改善できるようにしなければ何の意味も

ないわけでございますので、その辺をしっか

り取り組んでいただければと思っておりま

す。よろしくお願いします。 

 

○杉浦康治委員 本資料の32ページなんです

けれども、定時性・速達性の確保ということ

で記載ございます。それの具体的な対応策と

いうことで、①②③というようなことになっ

ているのかなというふうに思うんですが、こ
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の対策・試行を含めて、どういった効果が具

体的に上がったのかというようなところを、

少し御説明をお願いします。 

 

○中川交通政策課長 公共交通ネットワーク

の中で、特に先ほど来お話が出ております阿

蘇くまもと空港のアクセス改善の点について

のお尋ねでございます。今ここに記載してい

ますように、もともと阿蘇くまもと空港につ

きましては、空港リムジンバスを中心にして

公共交通の足は保ってきたところでございま

す。 

 公共車両の優先システムというのがまずご

ざいますが、これは早い時期、平成20年度に

導入をいたしまして、定時性の改善が見られ

るということで、そのまま現在も継続してや

っているところでございます。 

 次に、快速便の運行でございます。これに

つきましてもリムジンバス、市内中心部を走

ることによって渋滞がなかなか否めないとい

うことで、新たなルート等の開発ができない

か、あるいは速達便といいまして飛ばし運転

ができないかとか、これは③に書いておりま

すが、そのような取り組みをしております。 

 新たなルートにつきましては、平成20年度

以来幾つかのルートにつきまして実験を行っ

たところでございますが、今の時点ではまだ

個々のルートにしたほうが、お客さんも多く

てかつ利便性もいいというルートが見つかっ

ておらず、これについては引き続き事業者等

と意見交換をしていきたいと思っておりま

す。 

 快速分につきましてはしばらく、半年間ぐ

らい飛ばし運転ということで実験をいたしま

して、私たちかなり期待していたところでご

ざいますが、実際聞いてみますと、その便の

増便を実はしていたわけではなくて、既存の

枠の中で通常便と快速便としてしまったもん

ですから、利用者の方から、乗ろうと思った

ら乗れなかったと、バス停に行ったけれども

と、そういうことが若干続きまして、事業者

のほうの車両回しの都合もつかず、一旦これ

は見送ろうということに至っております。 

 アクセスについては以上でございます。 

 

○杉浦康治委員 見送ったという話なんです

けれども、何がしかの期間やってみて、具体

的にはどういった効果が出たのかというのは

どんなでしょうか。 

 

○中川交通政策課長 輸送人員については、

実は余り伸びていないということでございま

した。その結果も踏まえて、当面６月１日か

らですけれども、見送っている状況でござい

ます。 

 

○杉浦康治委員 時間的にどんなだったです

か。 

 

○中川交通政策課長 快速便で飛ばし運転で

ございますので、時間的にはもちろん改善な

されたということは聞いております。 

 

○杉浦康治委員 どの程度というのは。 

 

○中川交通政策課長 これは市内の中心部を

走ってくるのは変わりませんので、数分間で

ございます。この市内から阿蘇くまもと空港

までの40分から50分の間の数分間、これは夕

方とか昼間によって違うんですけども、そう

いうふうに伺っております。 

 

○杉浦康治委員 30ページに交通渋滞の状況

ということで図がございますけれども、この

図も参照をしながら考えていくと、今まさに

課長がおっしゃったようなところということ

で、抜本的な改善ということについて言う

と、いろいろ決して小手先とは言わないんで

すけれども、いろいろ工夫をしたとしてもか

なり厳しい状況なのではないかなというふう
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な気がしております。 

 そのためには、政令市のほうに移行された

ので、どういうふうな形で整備されていくか

ということについてはよく見えませんけれど

も、同じ目的を持って速達性なり正確性とい

うことを考えた場合には、市との協議の上で

協力して、この図で言うところの青じゃない

部分、真っ赤になっておりますけれども、こ

の部分についての対策を重点的に進めていく

と、でなければ改善はしないというふうな思

いでおりますので、ぜひそこのところについ

て進めてほしいなというふうに思っておりま

すけれども、どんなでしょうか。 

 

○中川交通政策課長 都市圏内の交通渋滞対

策でございますが、これは道路整備ともあわ

せて進める必要がございます。委員御指摘の

とおり、政令市になりまして市内の道路も熊

本市が中心になるということでございますの

で、私どもとしましては、特に遠距離から来

るお客様にも御迷惑をかけてる状況でござい

ますので、道路とあわせて、もう一つ後段の

ほうに出ておりますけど、空港を例にとりま

すと空港ライナー、これは鉄軌道の延長線と

いうふうに私ども定義づけて進めております

ので、そういう定時性の確保ができるような

手段を具体化、実現しながら、少しずつ現状

の利便性を改善していきたいと思います。 

 以上でございます。 

 

○杉浦康治委員 おっしゃっていることはそ

のとおりだと思います。あとは第２空港道路

に関して言うならば、ぜひ熊本市側の改善と

いうことを積極的に働きかけながらやってい

ただくというようなことを、要望をさせてい

ただきたいというふうに思います。 

 

○井手順雄委員長 ほかにございませんか。 

 

○内野幸喜委員 交通政策課にお尋ねしま

す。 

 新玉名駅の大阪直通ですね、３本なんです

よね。先日、玉名、山鹿、菊池３市で要望に

いったと思うんです。現状は今どうなってい

ますか。恐らく来年春のダイヤ改正に向けて

今ずっと詰められているところだと思うんで

すけども、現状はどうですか。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 大阪直通便の要望につきましては、今内野

委員御発言ありましたように、３市合同要望

には私も一緒に参りまして、強い思いで要望

をいたしております。現時点で申しますと、

まだことしの３月のダイヤ改正といいますの

が、実は新幹線供用後のまず最初の大きなダ

イヤ改正だとＪＲ認識しておりまして、その

効果を見ながらということで判断されている

ようでございます。 

 ただ、私ども直通便の増も含めてＪＲに対

するアピールが一番強く言えるのは、駅での

利用者の増でございますので、駅での利用者

の増が図れるような運賃政策でのいろんな利

便性向上策をあわせて要望をいたしておりま

して、それは昨年の時点で要望の成果がこと

しの４月に実現しておりまして、その成果

と、あとあわせまして玉名市を中心にして定

住促進に頑張られておりますので、その辺を

アピールしながら直通便の増便要望、これは

またこの秋にも引き続きやりたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

 

○内野幸喜委員 ぜひこの件については、県

にも積極的にやっていただきたいんです。と

いうのは、これは課長も御存じだと思います

けど、在来線のときに、あのときは県は必ず

しも積極的ではなかったんです、協力的でも

ありませんでした。地元自治体で一生懸命や

って特急というのは存続になりました。 
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 今、玉名・山鹿・鹿本というのは、やっぱ

り観光面であるとか、菊池川流域ということ

で、今非常に観光にも力を入れていますか

ら、新幹線の大阪直通というのは悲願なんで

す。やっぱり３本というのをせめて10本台ぐ

らいにはやっていただきたいと。地域の活性

化にもつながりますから、今回ばかりは県に

も積極的に後押しをしていただきたいと思い

ます。 

 

○中川交通政策課長 私のほうも、大阪直通

については新玉名のほうが前回のダイヤ改正

で増便が実現できなかったことを大変残念に

思っておりまして、この思いはずっとぶつけ

ておりますし、この10月末か11月の頭には再

度、沿線市とともにＪＲに対して要望活動を

続けていきたいと思います。 

 また、繰り返しになりますけど、そのアピ

ールのためには、利用者の増というのが見ら

れないとなかなか彼らも踏ん切りがつかない

もんですから、私どもは利用者の増につなが

る玉名の定住促進についても応援しながら、

玉名だけに限らず、菊池川流域３沿線です

か、これは長洲の有明フェリーなんかも活用

して、横軸というふうに私ども見ております

ので、そこは力を入れていきたいと思ってお

ります。 

 以上です。 

 

○内野幸喜委員 今、まさに有明フェリーと

いう話が出ましたけども、有明フェリーが

「有明みらい」という新船を導入して、これ

は国からもお金も来ているわけですね、長崎

県が、そのために利用者への還元ということ

で、有明フェリーから新玉名駅までの無料の

シャトルバスを出すんですね。だから、新大

阪までの直通があればそういったところから

も見込めますし、必ず利用者というのは私は

ふえると思いますので、しっかりと取り組ん

でいただきたいと思います。 

 

○小杉直委員 第２点目、結論的に聞きたか

けんですね、小林理事か錦織部長、どっちで

んよかです。２課にわたって、22ページ、国

際線の今後の取り組みについて中川課長から

説明がありました。それから60ページに、直

近の観光動向で小原課長から説明がありまし

た。それぞれ進めていくとか、回復基調にあ

るというふうにおっしゃっておられますが、

御承知のとおり、日中関係の悪化、日韓関係

の悪化、そういうことは載っておりません

が、現実にそういうことがあっておって、そ

れに対する予想、あるいは取り組みはどう考

えておられるか。 

 

○小林理事 最初の資料の御報告ではありま

せんでしたが、現在、竹島問題、尖閣問題に

よる観光でありますとか航空への影響につい

ては調べております。 

 観光については、観光課長のほうから詳細

なデータが報告されると思いますけれども、

まず国際線のアシアナ航空の便につきまして

は、今大きな影響が出ておりません。直近で

申しましても50％台の半ばぐらいを推移して

おりまして、９月の終わり、10月初めあたり

の便でもなかなかの利用者数は確保できてい

るというふうに考えております。 

 一方で、中国に関しましては、熊本県の観

光地を含めかなりのキャンセルが出ていると

いうふうに聞いております。そういった意味

では、中国については大きな影響が出ている

のかなというふうに把握しております。 

 一方で、国際線の誘致に関しまして、私ど

も可能な限りの手段を尽くして活動しておる

わけでございますが、一つ、アシアナ航空に

関しましては今申し上げたような状況で、今

後当面は大きな影響は出ないだろうという予

測のもとに、引き続き便の拡大については求

めていきたいと考えておりますし、中国路線

につきましては、かねてから南方航空との協
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議、さらにはそれ以外の上海航路等の模索を

続けておるわけでございますが、引き続き今

後の国際状況の先行きが見えにくいところが

ありますが、事務的な協議、または関係性の

構築、これについては積極的に進めていきた

いと考えておるところでございます。 

 もう一つ、台湾についてでありますけれど

も、チャーター便の造成がようやく少しずつ

実を上げつつあります。これについては台湾

も各航空会社ございます、チャイナでありま

すとかエバー航空、マンダリン、復興、各社

それぞれ今コミュニケーションとっておりま

して、チャーター便の造成、さらには定期便

に向けての取り組みを進めていきたいと考え

ておるところでございます。 

 

○小杉直委員 要望ですが、領海・領土の問

題とは別に、今言った観光の問題とか、国交

正常化の問題とか、しっかり知事部局でも取

り組んでいただきますようにお願いします。

日中国交40周年もキャンセルになったし、南

寧との行事もキャンセルになっているし、日

本航空、全日空も数万席キャンセルになった

と聞いておりますけれども、熊本県政の事務

局としては、今おっしゃったような方向でし

っかり取り組んでいただきたいと要望してお

きます。 

 それから、もう一点。さっき土木部に私が

聞いたときに、蒲島県政は28年度までと言っ

たら、いや、27年まででしょうとちらっと話

があったけん、勘違いして去年選挙だったか

なと言ったけん、ことしが選挙だから、28年

まで任期があるということで、訂正の訂正を

しときます。 

 以上。 

 

○井手順雄委員長 ところで、総括で。 

 

○錦織企画振興部長 先ほどの御指摘の中

で、１点だけ、先々どう見ておるかというこ

とでございますが、たまたま私前職までずっ

と中国関係でいろいろ仕事をしておりまし

て、簡単な印象を申し上げますと、今まで中

国とは似たような状況というのは何度もござ

いまして、そのたびに何とかお互いに歩み寄

って改善してきたという歴史がございます。 

 その中で一番特徴的に中国ということで見

ますと、おもしろいのは北京の中央政府と各

地域の省政府とでは、はっきり言って全然発

想が違うというのがございますので、やはり

地域ベースで今後中国とおつき合いしていく

のであれば、まずは先方の地域ときっちり話

し合いしながら仲を深めていくということが

欠かせないだろうと思っておりますので、既

に南寧のほうにも事務所を新しくつくって、

それから小林理事のほうではしっかりと各エ

アラインと相談してもらっておりますので、

これを地道に続けていくことがまた客の足を

こっちに向くということにつながると、そう

いうふうに考えております。 

 

○小杉直委員 お願いしておきます。 

 

○山本秀久委員 今、聞いていたときに、各

委員の方々がいろいろ質問された。そういう

ことは、いつも私が言っていることは、横軸

の連携が保てないことが多過ぎる。だから総

合的には、部長おられるから、こういう問題

はいろいろな今発言があったけど、それはみ

んな横軸に関連しとるわけだ。だから、一つ

の問題点を一つにまとめて答弁できるような

計画を出さぬとおかしいと私は思う。 

 いつでも各課にまたがっている。そこが企

画だから、企画がちゃんとして、そういう点

を総合的なあれをまとめ上げておいて欲し

い、そうせぬと事が進まぬと思う。だから、

そこを申し上げておきたい。 

 それともう一つ、「くまモン」の問題。前

にもあんたに文句を言ったことがあるな。あ

れは名刺だけに、「くまモン」だけの名刺だ
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という、何の広報、熊本の実態を把握してい

ないじゃないかということを言った。今やっ

ているけど、私はずっと「くまモン」の今宣

伝を見ておるけど、確かに立派に皆さんやっ

ていただいております。 

 そうしたときに、ふざけていいところと、

ふざけて悪いところのあれがある。全部何

か、式典とかなんかのときはきちっと「くま

モン」の態度、マナーがあらなければなら

ぬ。それも何かふざけているところがある。

すべてがそのときどきの雰囲気にあわせた

「くまモン」の態度でないと、余り軽率過ぎ

る。 

 せっかく、これだけ「くまモン」というの

を宣伝して、熊本のイメージをつくってくれ

たんだから、ところどころによっては、礼儀

作法をちゃんとさせんとだめだ。ひとつ要望

しときます。 

 

○錦織企画振興部長 山本委員から御指摘い

ただきました私ども企画振興部の横軸の総括

でございますが、おっしゃられるとおりでご

ざいまして、既に我々が担当しております例

えばフードバレー構想などにつきましても、

これは各部にまたがる事業でございまして、

これは私ども企画振興部が責任を持って横串

を通してまとめ上げていくことを考えており

ます。 

 それ以外にも、私着任してまだ２カ月にな

りませんけれども、やっぱり横串を通したほ

うがいいなと思っておる新規案件も何かござ

いますので、これも早期に対応できるように

努力してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

 

○山本秀久委員 今部長からそういう点に関

して言っていただいたけども、この問題は熊

本県だけの問題じゃないんだ。だから、あた

たちが横の連携、ほかの県の情報もちゃんと

キャッチしながら事を進めておかぬと進まな

い。だから、その点よろしくお願いします。 

 以上。 

 

○浦田祐三子委員 済みません。先ほどの小

杉委員の質問に若干関連したものが１点と、

もう１点質問させていただきたいと思います

けど、50ページの上海「くまモン隊」を９月

から活動開始ということですけれども、現在

どのような状況になっているのかというのが

１点。 

 たしか前回の委員会のときに、鹿児島県の

売り込み方が上手だという話で、当時の坂本

部長が、完璧なお手上げだと、熊本県はお手

上げ状態という話をされたと思うんです。そ

の後何か動きがあったのかお尋ねをさせてい

ただきたいと思います。 

 

○坂本くまもとブランド推進課長 １点目の

上海「くまモン隊」の件ですが、上海「くま

モン隊」については、やっぱり「くまモン」

がいろいろ動きとかなんとかについて研修す

る必要がありますので、それは熊本で既に研

修を済ませております。一定のレベルには達

するようにそこは努力してみます。ただ、

「くまモン」の向こうにおける活動について

は現在休止をしております。 

 

○浦田祐三子委員 それを聞きたかったんじ

ゃなくて、今の現状ですね、反日デモとかそ

ういう中での「くまモン」は、余り活動され

ていないということですか、わかりました。 

 

○井手順雄委員長 ほかにございませんか。 

 

○浦田祐三子委員 次はまだ、もう一点質問

しているので。前の部長が言って、そのあと

熊本県として取り組みを何かされていらっし

ゃるのか。 

 

○坂本くまもとブランド推進課長 全部私の
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ところではございませんが、県産品振興とい

う形で、私のほうからお答えをさせていただ

きます。 

 部長がおっしゃったように、熊本はいろい

ろなものがあるけれども、総花的過ぎて何か

まとまりがないという形でやっておりますの

で、そこについては絞り込みをしながら、ブ

ランドというものを少しでも確立しながら進

めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 

○浦田祐三子委員 知事の４カ年戦略の中

に、赤で「熊本を売る」というたしか事業が

あったと思います。ただ、今のところ動き出

したばかりでまだ進んでいないということだ

ったんですけれども、やっぱりそれもしっか

り連携しながらイメージをつくって熊本を売

り出すような戦略をとっていただいて、さっ

き山本委員からもお話がありましたけれど

も、横軸の連携をしっかり図っていただい

て、しっかり売り込みをしていただきたいと

思います。 

 以上です。 

 

○井手順雄委員長 ほかにございませんか。 

  （「はい、ありません」と呼ぶ者あり） 

○井手順雄委員長 なければ、質疑をこれで

終了します。 

 次に、議題(2)の閉会中の継続審査につい

てお諮りします。 

 本委員会に付託の調査事件については、引

き続き審査する必要があると認められますの

で、本委員会を次期定例会まで継続する旨、

会議規則第82条の規定に基づき議長に申し出

ることとしてよろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○井手順雄委員長 異議なしと認め、そのよ

うにいたします。 

 その他、ほかにありませんでしょうか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

○井手順雄委員長 なければ、本日の委員会

はこれで閉会いたします。 

  午後11時39分閉会 
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